
１．はじめに
保育所保育指針１）には、2008年（平成20年）の

改定より、「保護者に対する支援」が新たに章とし
て設けられ、その後もさらに子育て家庭に対する
支援の必要性は高まり、2018年（平成30年）に施
行された保育所保育指針では「保護者に対する支
援」の章を「子育て支援」に改め、記載内容の整
理と充実を図っている。また、2015年（平成27
年）より施行された、子ども・子育て支援新制度
の背景には、保育所には保護者と連携して子ども
の育ちを支えるという視点を持ち、子どもの育ち
を保護者とともに喜び合うことを重視して支援を
行うということが強調されている。こうしたこと
を踏まえ、2018年（平成30年）に施行された保育
所保育指針の第４章子育て支援では、改定前と同
様に、子育て家庭に対する支援についての基本的

事項を示した上で、保育所を利用している保護者
に対する子育て支援と、地域の保護者等に対する
子育て支援について述べる構成となっている。こ
こには、基本的事項に改定前の保育所保育指針の
考え方等を踏襲しながら、記載内容の整理に加え、

「保護者が子どもの成長に気付き子育ての喜びを感
じられるように努める」ことを明記している。さ
らに、第４章子育て支援の冒頭では、保育所にお
ける保護者に対する子育て支援は、子どもの育ち
を家庭と連携して支援していくと記載しており、
保育所における子育て支援は、保護者と連携して
子どもの育ちを支える視点を持つことを強調して
いる。当然のことではあるが、子どもの育ちを支
えるためには「保護者と共に」という視点を持つ
ことは極めて重要な事として意識していく必要が
ある。また、２．保育所を利用している保護者に
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な発信としては、行事などのスナップ写真をホー
ムページ上に掲載することが中心であり、写真を
使用して、保育活動や保育活動のプロセスを「見
える化」した情報発信の取り組みはなされていな
かった。本稿では、保護者に対して保育活動の伝
え方を保育ドキュメンテーションに変更したこと
による効果についてアンケート調査を通して明ら
かにすることを第１の目的とした。更に自由記述
分析から、その具体的な声について整理すること
を第２の目的とした。

２．研究方法
関東南部地区にあるＡ保育園は産休明けから就

学前の子ども保育を行う定員100名の認可保育園
である。保育園を利用する０歳児クラスから５歳
児クラス101世帯の保護者にアンケートの協力を
依頼し、研究主旨に賛同が得られた世帯の結果を
分析した。
アンケート実施時期

2019年11月21日（木）～ 2019年12月２日（月）
回収方法

個人が特定されないように園内に設置した回収
ボックスにて回収した。
アンケート内容

保護者に対してこれまでの保育活動の発信ツー
ル「保育だいありー（資料１）」での発信と「保育ドキ
ュメンテーション（資料２）」での発信それぞれについ
て、設問１「保育活動のわかりやすさ」設問２「保
育活動について子どもに語りかけているか」、設問
３「家庭に帰ってから家族で話題にしているか」、
設問４「読んだ後、保育者と保育活動を共有して
いるか」の設問を設定し、それぞれに対して５件
法で回答を求めた。その他、保育園からの発信の
仕方についての意見を自由記述での回答を求めた。

自由記述の分析については、KJ法を用いた。KJ
法は得られた情報に対して、グルーピングやラベ
リング、図解化、文章化などの手順を踏んでいく
ことで、情報の傾向を見るために有効な手法と考
えられる。
倫理的配慮

本研究にあたっては、研究協力者に向けて研究
の概要や主旨の説明、更に調査の辞退の自由があ

対する子育て支援　では（1）保護者との相互理解
として、ア　日常の保育に関連した様々な機会を
活用し子どもの日々の様子の伝達や収集、保育所
保育の意図の説明などを通して、保護者との相互
理解を図るよう努めること。と示している。つま
り、保育者が子どもに対して行う保育内容を保護
者がその保育の意図を理解できるように説明する
ことが強く望まれているということになる。その
手段や機会として、連絡帳、保護者へのお便り、
送迎時の対話、個人面談、家庭訪問、保護者会等
を挙げており、その内容や実施方法については各
園の特性に合わせて工夫するようにと保育所保育
指針に明記している。

近年、保育の現場では保育内容の保護者に向け
ての発信として、また保育者自身の保育内容の振
り返りや子ども理解の記録として「幼児教育のド
キュメンテーション（注２）（以下保育ドキュメンテー
ション）」を活用している保育施設（こども園、保
育所、幼稚園）での取り組みの報告がされている

（請川他2016２）、岩田・大豆生田2018３））。子ども
の活動プロセスを「見える化」することによって、
日々の遊びや生活の学びを保護者と共有する手立
てとなると示唆している（上田2019４））また、辻
谷らはホームページを活用し保護者だけでなく地
域の住民に対して子どもの姿や保育内容を視覚的
な手立てを使って紹介することは、地域に開かれ
た保育という視点から意義があるとしている（辻
谷他2017５））。

これらの研究結果からも、保護者に子どもの育
ちを伝え、保育者の保育を共有していく手立てと
して、保育ドキュメンテーションを活用していく
ことは、保育の理解に加えて、子育て支援の観点
でも意義があると考えられる。

今回、筆者が定期的に実施している園内研修会
で子育て支援の手立てとして、写真を活かした保
育ドキュメンテーションの取り組みを紹介したこ
とがきっかけとなり、保育者が主体的に保護者へ
の保育活動の発信として保育ドキュメンテーショ
ンに取り組んだ活動の結果について報告する。こ
れまでＡ保育園では、園からの保護者への保育活
動の発信は、文字媒体での毎日の「保育だいあ
りー（資料１）」と毎月の園だよりであった。視覚的

146



が多いという結果となっていた。また、「していな
い」と回答した保護者はドキュメンテーションで
は0%という結果であった。

設問３ 「家庭に帰ってから家族で話題にしているか」
の比較について

図３に示したように、「毎回している」「気にな
ることがあれば」と回答した保護者は、保育だい
ありー88%、ドキュメンテーション90%であり、
ドキュメンテーションの方がやや高いという結果
であった。

設問４ 「読んだ後、保育者と保育活動を共有してい
るか」の比較について

図４に示したように「毎回している」「気になる
ことがあれば」を合計して保育だいありーは56%
でありドキュメンテーション50%であり、保育だ
いありーの方が高いという結果であった。
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図２　保育内容について子どもへ語りかけをしているかどうかの比較

0 10 20 30 40 50 60（%）

2%
4%

7%

ドキュメンテーション
保育だいありー

4%

5%
2%

54%
52%

36%
36%

していない

あまりしていない

どちらともいえない

気になることがあれば

毎回している

図３　家庭に帰ってから家庭で話題にしているかどうかの比較

ること、収集された内容については研究目的での
み使用すること、公表する場合は個人を特定でき
ないよう細心の注意を払うことを書面により説明
した上で、協力者の自由意志のもと、研究協力へ
の同意を得ている。また、本稿に掲載した画像等
については、本人及び保護者の同意を得ている。

３．結果
配布したアンケートは56世帯から協力を得た（回

収率55%）。回収状況の内訳は、年齢別に０歳児
67%、１歳児69%、２歳児78%、３歳児64%、４歳
児35%、５歳児26%であった（表１）。

表１　年齢別に見た回収率
年齢 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

回収率 67% 69% 78% 64% 35% 26%

設問１ 「保育だいありー」と「ドキュメンテーション」
の保育活動についてのわかりやすさの比較
について

図１に示したように、「わかりやすい」「ややわ
かりやすい」を合計した結果、保育だいありー
86%、ドキュメンテーション91%となっており、
ドキュメンテーションでの掲示の方が、保育活動
が分かりやすいという結果であった。

設問２ 「保育活動について子どもへ語りかけてい
るか」の比較について

図２に示したように、保育活動について子ども
へ語りかけを「毎回している」と回答した保護者
がドキュメンテーション63%であり、保育だいあ
りー50%であった。ドキュメンテーションで保育
内容を伝えたほうが、子どもと話題にすることや、
語りかけが多くなっていると意識している保護者
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図１　保育だいありーとドキュメンテーションのわかりやすさの比較
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図４　読んだ後、保育者と保育内容を共有しているかどうかの比較
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伝達と比較し大きな差ではなかったが、保育ドキ
ュメンテーションの方がわかりやすくなったとい
う結果が得られた。この微量な差は、保護者にと
っては「慣れた」発信方法のほうに馴染みがあり、
安心できるということが一因として考えられる。

しかし、自由記述の内容を確認してみると、多
くの保護者が保育ドキュメンテーションでの発信
を受けて、子どもとの関係性や保護者間での関係
性の変化、更には自身の子どもへ見通しを持った
関わりという変化を感じているという意見をあげ
ていた。最も多かった『子どもとのコミュニケー
ションの質の向上』にカテゴライズされた内容を
確認してみると、「会話がとってもはずみ…」「限
られた時間の中で日々の様子を話すきっかけとな
った」「掲示物を通し「こんな事したよ」「ここに
行ったよ」と出来事を教えてくれます」「掲示物を
見ると子どもが手を引き保育園での出来事を話し
てくれる」等から、写真を使って保育活動を「見
える化」し、保育の意図や活動のプロセスのコメ
ント付けたことが、親子で保育を再体験すること
にもつながったのだと考えられる。さらに、こと
ばを獲得途中の子どもであっても、ドキュメンテー
ションを指さして保護者に知らせることで、知ら
せる喜びと受容してもらえる喜びを感じられ、保
護者にとっては、我が子が伝えてくれた成長の喜
びを感じられることにつながったと思われる。こ
のことは、保育所保育指針第４章子育て支援に記
されている、保護者が子どもの成長に気付き子育
ての喜びを感じられるように努めると合致する営
みである。また、保育所の送迎は保護者だけでは
なく、祖父母やファミリーサポートも担うことも
考えると、ドキュメンテーションで保育活動を伝
えることが、保護者だけの理解に留まることなく、
多様な人への保育理解につながると思われる。さ
らに、『保護者間のコミュニケーションのきっか
け』であげられていた、他の子どもの様子もわか
って保護者同士の会話のきっかけとなった。等の
意見から、保護者同士をつなぐ会話のきっかけと
して機能することや、「我が子が友達とどうかかわ
っているかが分かって…」等の表記から、家庭で
は見られない我が子の姿を知る喜びとなっていく
と考えられる。また、『生活の可視化による安心』

保育園からの発信の仕方についての自由記述欄に
ついて

自由記述欄に書かれた文章は77文であった。そ
の中で同じ内容と判断された文章については同一
内容として表に記載した。その文章はKJ法を用い
て分類し、カテゴリ名を付け整理し、その結果を
表２に示した。
「写真やコメントがあることで、親子で一緒に楽
しめるし分かりやすい」「子どもに質問しやすい」

「具体的に話ができるので子どもとのコミュニケー
ションが広がった」「子どもが指さしながら説明し
てくれる」「子どもが自分から出来事を教えてくれ
るようになった」「掲示を見ると子どもが手を引き
保育園での事を話してくれる」「親子で楽しみに見
ています」などで示される『子どもとのコミュニ
ケーションの質の向上』、「我が子が友だちとどう
かかわっているのかがわかって、他の保護者との
距離が近くなったように感じた」「他の子どもの様
子もわかって、保護者同士の会話のきっかけにな
った」「祖父母との会話のきっかけになった」等で
示される『保護者間のコミュニケーションのきっ
かけ』「普段どのような生活がイメージできるので
うれしい」「色々な経験をさせていただいているの
だと驚いた」「どのように過ごしているのかわかっ
て安心につながります」「共育て・共育ちを感じて
います」等で示される『生活の可視化による安心』

「次はこんなことをするんだ」「成長するとこんな
こともできるのかなと楽しみになった」等で示さ
れる『成長の見通し』「ありがたいですが忙しいと
思いますので、無理のない範囲でお願いしたい」

「先生方無理しないでください」「お忙しい中発信
をしていただいてお休みできるのか心配になりま
す」等で示される『保育者の負担感について』「リ
アルタイムに活動した事を写真付で掲示」「タイミ
ングが即時に近い形」「タイムリーに掲示していた
だく事ですぐに子どもと話ができる」等で示され
る『即時性』の６つのカテゴリに分類出来た。

４．考察
分析結果から、保育活動の発信方法を「見える

化」したことにより、保育者が日常保育の中で行
っている保育活動の内容について、文字媒体での
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表２　保育所からの発信の仕方についての自由記述

カテゴリ 記 述 内 容

子どもとの
コミュニケーションの

質の向上

写真やコメントがあることで、親子で一緒に楽しめるし分かりやすい。
写真やコメントがあるので、子どもに質問しやすい。
具体的に話ができるので子どもとのコミュニケーションが広がった。
子どもが指さしながら説明してくれる。
子どもが自分から出来事を教えてくれるようになった。
掲示を見ると子どもが手を引き保育園でのことを話してくれる。
会話がとてもはずみ、こちらが疲れてしまうぐらいで、うれしいです。
掲示物を通して子どもが「こんな事したよ！」「ここに行ったよ！」と出来事を教えてくれます。
限られた時間の中で日々の様子を話すきっかけとなり、よりコミュニケーションが取りやすくなった
ような気がします。
親子で楽しみに見ている。

保護者間の
コミュニケーションの

きっかけ

わが子が友達とどうかかわっているかが分かって、他の保護者との距離が近くなったように感じた。
他の子どもの様子も分かって、保護者同士の会話のきっかけになった。
祖父母もわかりやすくていいねと言っていた。
写真があることで他のお子さんや保護者と話すきっかけになり、関係も出来てありがたく思っています。

生活の
可視化による

安心

普段どのような生活かイメージできるのでうれしい。
色々な経験をさせていただいているのだと驚いた。
どのように過ごしているのかわかって安心につながります。
共育て・共育ちを感じています。
時間外が多いため、送迎時に先生達と話せる機会があまりないため、写真や保育活動記録で保育の様
子がわかって良いと思います。
子どもたちの生き生きした表情、家庭ではみられない姿が良く観察出来て嬉しく思います。
時間外を利用しているため、担任の先生とお話できる機会は限られていますが様々な形で保育活動を
知ることが出来てありがたく感じています。
日々を可視化していただき、親としては見ごたえがあってありがたく思っています。
送り迎えが楽しみになった。

成長の見通しが
持てた

次はこんなことをするんだと思える。
成長するとこんなこともできるのかなと楽しみになった。
我が子のクラスの様子だけではなく「来年はこういうこともするんだなあ」と想像しやすくなりました。
園での様子やクラス間の関わりを知る機会が増えた。
他の組の活動についても、子どもが大きくなった時のことを想像しワクワクしています。

保育者の負担感に
ついて

先生方に負担をおかけしていないかどうか心配です。
先生方も大変だと思いますが、写真での掲示物も楽しみにしているのでよろしくお願いします。
先生達のお忙しい中での細やかなお気遣いを感じ大変ありがたく思っています。ぜひ続けて欲しいです。
これからも無理のない程度に是非よろしくお願いします。
今までなかったことなので、先生方の仕事が増えて大変なのでは…とも思い申し訳ない気持ちにもな
ります。
気になる点は先生方がお忙しい中、大きな負担になっていないかということです。ご無理のない範囲
でしていただけたら幸いです。
いつも忙しい中で、あの様な手の込んだ掲示物を作成いただくのは、先生方が大変ではないかと思い
ます。
先生方が大変ではないか心配になります。

「いつ作ったのか」「先生休めているかしら」「負担になっていないかしら」と心配になりました。

即時性

リアルタイムに活動した事を写真付で掲示してあり、いつも楽しんでみています。
貼りだしてくださるタイミングが即時に近い形なので鶩いています。
写真などをタイムリーに掲示していただく事ですぐに子どもと話ができる。
スピーディな対応に感謝しております。

ｎ＝77
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利用している保護者から、文字媒体のみの伝達か
ら保育ドキュメンテーションでの伝達に変わった
ことにより、保育活動がより理解でき安心につな
がったという意見が確認されている。安心という
視点は保育の営みの中で、大切にされるべき視点
である。柴崎ら（2016８））は、保護者に向けたお
便りなどの情報は、保育者の目を通して子どもの姿
を知ることにつながり、保護者の子どもを見る目が
豊かになっていく可能性を指摘している。つまり保
護者にとって、保育者が専門家の視点をもって、
園で生活する子どもの姿や、育ち、そして保育に
込められた意図などを伝えることが、園内で行われ
ている保育内容の理解や子どもの育ちの理解を促
すための重要なコミュニケーションツールになると
言える。有効なコミュニケーションツールとして機
能するために、写真等の視覚的な媒体を活用し、
実際の子どもの姿、保育者の思いを保護者に伝わ
るように具体的に書くことが、子どもの育ちを共に
喜んでいこうというメッセージにつながっているの
ではないかと考える。写真等の視覚的な媒体を使
用することは、心理学の分野では画像優位性効果

（PSE: Picture Superiority）として、文字や言葉だ
けで伝えるよりも、同時に画像を含んで伝えたほう
が記憶に残りやすく理解しやすいとその現象を説
明している。人間の脳は言葉よりも、図や写真の
方がイメージとして伝わりやすく、認識されやすい
傾向があるということからも、写真等の視覚的媒体
を積極的に活用することは有効であると言える。

５．今後の課題
本稿では、保育活動の伝え方の変更による効果

について、保護者に対してアンケート調査を行い、
その内容の検討を行った。ほとんどの保護者は、
文章のみでの発信より、保育ドキュメンテーショ
ンでの発信のほうが、保育内容が理解できたとい
う結果であった。さらに、自由記述の内容からは、
保育内容理解の他、子どもや保護者間でのコミュ
ニケーションの充実や子育てに見通しを持てると
いった声も得られ、保育活動を発信する手だてと
して保育ドキュメンテーションの有効性が示され
たといえる。しかし、「今までなかったことなの
で、先生方のお仕事が増えて大変なのでは…」「い

を保護者が得たことにより、保育者への信頼が厚
くなり、より良い関係性の構築につながったので
はないかと推測される。また、『成長の見通しが持
てた』にカテゴライズされた内容からは、保護者
が子どもの成長・発達に見通しをもって関わるこ
とで得られる、心理的な余裕と成長の楽しみの両
側面を支えることにつながると思われた。

箕輪（2019６））は保護者へ「保育を伝える工夫」
についてシンポジウムで、保育者が参加したディ
スカッションの結果から「保護者にとっての見や
すさ」「保護者にとってのわかりやすさ」「タイム
リー性」「伝えたい内容」「保護者」「園・保育者」
の６つの上位カテゴリを抽出している。その内容
は、図やイラスト、写真を使い視覚的にわかりや
すくする、保護者の目線に立ち保育活動の内容や
子どもの姿を理解できるような書き方や伝え方の
工夫、更にタイムリーに伝えることで、その日そ
の時の子どもの様子についてリアリティをもって
発信できるようにする工夫、また、保護者には見
えにくい保育のプロセスを解説する事、保護者が
子育ての主体として意識を持てるように保護者と
子どものコミュニケーションのきっかけになるよ
うにすること、等をあげている。これは、本稿で
述べた保護者のアンケート調査の分析結果と一致
する内容であった。

以上の事から、保育内容をドキュメンテーショ
ンを使用して伝達していくことは、保育者と保護
者が保育内容を共有し、共通の話題とすることが
でき、包括的な子育て支援の方略として有効にな
るのではないかと考えられる。また、保育園内で
行われている「保育のプロセス」や「保育者の関
わりの意図や想い」「子どもと子どもとのつながり」
が見えることで、保育者の行為の意味が伝わり、
保護者の安心感が生まれるのではないかと思われ
る。坂崎（2013７））らは、長時間保育を利用する
保護者に対して、保育の目的を伝えることや、そ
の保育によって子どもの育ちや保育の成果はいか
なるものであったかを伝える手立てとして、連絡
帳や園だより等では十分に伝えることが難しいと
いう事を指摘しており、保育ドキュメンテーショ
ンでの伝達がそのことを払拭できる可能性を示唆
している。本調査での自由記述からも、時間外を
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た意味合いで用いられることが多い。
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つ作ったのか。休めているのか。」「先生方にご負
担をおかけしていないか」等、『保育者の負担感』
にカテゴライズされた、発信者としての保育者の
声については取り上げていなかった。

今回の取り組みは、園内研修を受けた保育者が
主体的に保護者への保育活動の発信として保育ド
キュメンテーションに取り組んだが、今後保育ド
キュメンテーションを継続して発信の手立てとし
ていくために、発信者である保育者はどのように
感じているのかを明らかにし、双方にとって有効
な手立てを検討していくことが必要と考えられる。
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注
注１） 本研究は、2019年５月に日本保育学会第72

回大会でポスター発表した内容を追加修正
したものである。

注２） イタリアのレッジョ・エミリア市から発祥
した教育思想のひとつで、子どもの活動や
写真、動画、音声、文字などで視覚的に記
録するというもの。子どもの思考・探究活
動を具体的に記録し、子ども自身が活動を
振り返り次の活動へ活かすことを目的とし
ているが、現在日本では「保育活動記録の
見える化」「保育で行った事を記録」といっ
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